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児童数は 12万 3千人であり，前年度と比較すると小学生・中学生ともに 2千人増加している。不登校児童生徒の



































































１４ 甲南女子大学大学院論集第 18号（2020年 3月）
リー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach：以下，M-GTA）（木下，2003）を用いるものとする。M-
GTA は，質的データから理論やモデルを構築する方法であるグラウンデッド・セオリー・アプローチ（Grounded


















結 果 と 考 察
分析の手順




































































他者からどう思われるかという不安（A, C, E, F, G）




言語表現能力の乏しさ 自分の考えや感情を上手く表現できない（B, C, D, F）
Table 4 【不登校体験を他者に語りやすくなる要因】の構成カテゴリー及び概念
カテゴリー カテゴリーに含まれる概念（該当協力者）






他者の不登校体験を聞く（B, C, D, E）
フリースクールのプログラムが学生同士の会話のきっかけになる（E, G）
親がフリースクールの勉強会，親同士のコミュニティへ参加することによ
る親の変化（A, C, D, F, G）
フリースクールでの安心感・居場所感
全員が不登校経験者であるという共通点（A, C, F, G）
フリースクールが自分の居場所になる（C, E, G）
ありのままの自分を受容してもらえる安心感（B, E, F, G）






















フリースクールで話してみると気持ちが楽になる経験（B, C, E, F, G）


































親への罪悪感と見捨てられ不安（A, C, D, G）
親のことを考えない（G）
親と本音で話をしたいという気持ち（B, C, D, G）
家族と不登校について本音で話をする経験（B, C, D, E, F, G）
子どもが親と話をすることによる親の変化（C, D, G）
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